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第 2 章から第 4 章では，基本的性能に対する直列抵抗の影響を静特性ならびに動特性の両面から詳
細に調べ，直列抵抗の影響はほとんどないことを明らかにした。さらに，開ループ特性について考察
した。
第 5 章では，動作範囲に対する直列抵抗の影響を論じており，入力電圧が増加した場合に動作範囲
の上限が抑えられる以外は，ほとんど影響を受けないことを明らかにしたO
第 6 章では，出力トランジスタの消費電力に対する効果を調べ，直列抵抗を用いることによって消
費電力は大幅に軽減することを説明し，直列抵抗選定に関する基本的設計資料を誘導した。
第 2 部は，部分的正帰還ループをもった並列形直流定電圧回路についてまとめたものであって次の
各章で構成した。
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第 1 章では，制御理論から正帰還ループをもった制御系の動作原理を述べ，基本的回路構成につい
て説明を加えた O
第 2 章では，正帰還ループをもった回路にとってもっとも重要な検討事項である安定条件について
詳細に検討を加え，直流定電圧回路として安定に動作するための諸条件を誘導した。
第 3 章では，入出力特性および負荷特性について，静特性，動特性の両面から詳細に述べた。その
結果，正帰還ループの効果は低周波領域において顕著にあらわれることがわかったO
第 4 章では，温度変化に伴う出力のドリフトに対しては正帰還ループは無関係で、あることを明らか
にした。
第 5 章では，高周波補償に対する方策について検討を加え，補償回路の基本的設計資料を得た。
第 6 章では，差動増幅器と正帰還ループの併用によって出力のドリフトは大幅に軽減されることを
主として実験結果をもとにして説明した。
結論では，上記 2 部12章にわたって詳述した内容を総括し，ここに主な研究結果を要約して述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，主として並列形直流定電圧回路の高性能化に関する研究について述べたものであって，
その成果を要約すると次のようである。
(1) 並列形回路の内部損失を軽減するために，出力トランジスタに直列抵抗を用いる回路方式を提案
し，その各種動作特性を明らかにしている。
(2) 部分的正帰還ループを制御回路に導入することによって，電圧安定化率などの性能を改善できる
ことを示し，またこの回路方式における最適設計条件を明らかにしている。
直流定電圧回路は，広く用いられ，従来から詳細な研究が行なわれているが，出力短路に際して自
己保護作用を持つところの並列形直流定電圧回路についての研究は比較的乏しい。本論文は，その回
路方式に改善を加えることによって，良好な特性が得られることを理論的・実験的に確かめて，その
実用化への道を聞いたものであり，電子工学の分野に寄与するところが大である。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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